
第２９回 令和４年度 恩納村学力向上対策推進実践報告会 

 

 

（１）安富祖幼稚園・安富祖小学校 

（２）恩納幼稚園・恩納小学校 

（３）仲泊幼稚園・仲泊小学校 

（４）山田幼稚園・山田小学校 

（５）うんな中学校 

 

 

 

 
令和４年度 恩納村教育の日 被表彰者（学校推薦者）一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 令和４年度 学力向上推進実践報告会実施要領 

恩納村立安富祖幼稚園・安富祖小学校 
 

１．趣旨 

     本校の今年度の学力向上推進の実践報告を行い、成果と課題を明らかにし、課題に対しては、取組改善を学校、地

域、家庭で取り組むことで、幼児児童生徒一人一人に夢や希望を持たせるとともに、確かな学力を身につけさせ、

生きる力を育む。 

 

２．日 時 ：令和４年１２月４日（日） １０：０５～１０：３５ （３０分間） 

       

３．場 所 ：本校体育館 

 

４．参加者  

（１）保護者 

（２）恩納村教育委員会 

（３）学校運営協議会運営委員 

 

５．報告内容 ：  

（１）児童の実態について 

（２）学推における主な取り組み 

（３）取組の成果 

（４）取組の課題 

（５）課題に対する次年度に向けての対応策 

 

６．会順            司会【教務：池原豊】 

（１） 開会のことば（２分）    【教頭：我如古弥宏】 

（２） 保育実践報告（１０分）   【教諭：山本鉄平】 

（３） 学力向上実践報告（１２分） 【教諭：宮里靖代】 

（４） 校長あいさつ        【渡慶次安弘】 

（５） 閉式のことば（３分）    【司会】 

 

 

 

 

 



【安富祖小学校】 令和４年度実践報告会資料 NO.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、上記の４点を中心に報告。 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3つの視点から捉えた「魅力ある学校」について            ①安全・安心が保証されている 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  各行事を全児童・全職員で参加する                     各種行事でも、交流を意識して 



【安富祖小学校】 令和４年度実践報告会資料 NO.２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  計画的に体験活動を重視した取り組み                    身近な自然を生かした取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    本校の地理的環境を生かしながら                    地域に支えられ、子ども達の健全育成に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②授業がわかる、学校生活を楽しめる                     少人数のよさを生かしながら 



【安富祖小学校】 令和４年度実践報告会資料 NO.３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   感染症拡大防止のため、オンライン表彰も実施           （２）教職員にとって「安心して働ける学校」とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ② 教職員にとって「安心して働ける学校」とは？            ③管理者が職員一人ひとりを理解し後押しを 

職員同士・信頼し支え合える環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （３）保護者・地域にとって「毎日通わせたくなる学校」とは？     ①子ども達に活躍の場があること 



【安富祖小学校】 令和４年度実践報告会資料 NO.４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②信頼され、地域とともにある                           「浜下り」などの行事も継承しながら 

   『家庭で育ち、学校が磨き、地域で鍛え大きくする』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    子どもの想いに寄り添いながら進めていく                本校における新型コロナウイルス感染症拡大防止 

                             対策をしっかり全児童・全職員が意識して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③保護者・地域が気軽に足を運べる学校へ                児童による学校評価（優れている項目） 



【安富祖小学校】 令和４年度実践報告会資料 NO.５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  児童による学校評価（課題のある項目）           保護者による学校評価（優れている項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   保護者による学校評価（課題のある項目）               全国学力・学習状況調査結果（国語・算数） 

 

 

 

 

                            『子ども達の学びに責任を持ち、 

                                育ちを見届け、未来につなげる』 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 学力向上推進実践報告会実施要領 

恩納村立恩納幼稚園・恩納小学校 
 

１．趣旨 

     本校の今年度の学力向上推進の実践報告を行い、成果と課題を明らかにし、課題に対しては、取組改善を学校、地

域、家庭で取り組むことで、幼児児童生徒一人一人に夢や希望を持たせるとともに、確かな学力を身につけさせ、

生きる力を育む。 

 

２．日 時 ：令和４年１２月１１日（日） 紙面による報告 

 

３．場 所 ：本校体育館 

 

４．参加者  

（１）保護者 

（２）恩納村教育委員会 

（３）学校運営協議会運営委員 

 

５．報告内容 ： 当該年度の学力向上推進における実践報告 

（１）実践報告 

  ①児童の実態について 

  ②学推の主な取り組み 

  ③地域教育部会の取組（谷茶） 

（２）課題に対する次年度に向けての対応策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 















令和４年度 学力向上推進実践報告会実施要領 

恩納村立仲泊幼稚園・仲泊小学校 
 

１．趣旨 

     本校の今年度の学力向上推進の実践報告を行い、成果と課題を明らかにし、課題に対しては、取組改善を学校、地

域、家庭で取り組むことで、幼児児童生徒一人一人に夢や希望を持たせるとともに、確かな学力を身につけさせ、

生きる力を育む。 

 

２．日 時 ：令和 ４年１２月４日（日） １０：０５～１０：２０ １５分間 

 

３．場 所 ： 体育館 

 

４．参加者  

（１）保護者 

（２）恩納村教育委員会 

（３）学校運営協議会運営委員 

 

５．報告内容 ：  

（１）学推取組 

（２）取組の成果 

（３）取組の課題 

（４）課題に対する次年度に向けての対応策 

 

６．会順            司会 ： 教務主任 

（１） はじめのことば （司会） 

（２） 実践報告（小学校） 

（３） 朝食支援の実践について（校長） 

（４） 終わりのことば （司会） 

 

 

 

 

 

 

 



















令和４年度 学力向上推進実践報告会実施要領 

恩納村立山田幼稚園・山田小学校 

 
 

１．趣旨 

      本校の今年度の学力向上推進の実践報告を行い、成果と課題を明らかにし、課題に対しては、取組改善を

学校、地域、家庭で取り組むことで、幼児児童生徒一人一人に夢や希望を持たせるとともに、確かな学力を

身につけさせ、生きる力を育む。 

 

 

２．日 時 ： 令和 ４年１２月４日 （日） ８：５０～９：２０ （３０分間） 

 

３．場 所 ： 体育館  

 

４．参加者  

（１）保護者 

（２）各字自治会長 

（３）学校運営協議会委員 

（４）恩納村教育委員会 

 

５．報告内容 ： 当該年度の幼稚園と小学校の学推の状況報告 

（１）学推取組内容 

（２）取組の成果 

（３）課題に対する次年度に向けての対応策 

 

６．会順    

司会（教頭） 

（１）開会のことば（司会） ・・・（ １分） 

（２）学校長あいさつ（校長）・・・（ ３分） 

（３）学推発表 

① 幼稚園     ・・・（１０分） 

    ② 小学校     ・・・（１５分） 

    ③ PTA活動報告  ・・・（ ５分） 

（４）講評（教育委員会）  ・・・（ ５分）     

（５）閉会のことば（司会） ・・・（ １分） 





















令和４年度 学力向上推進実践報告会実施要領 

恩納村立うんな中学校 
 

 

１．趣旨 

     本校の今年度の学力向上推進の実践報告を行い、成果と課題を明らかにし、課題に対しては、取組改善を学校、地

域、家庭で取り組むことで、幼児児童生徒一人一人に夢や希望を持たせるとともに、確かな学力を身につけさせ、

生きる力を育む。 

 

２．日 時 ：  

（１）令和４年１１月２２日（金） １６：００～１６：４５ 

（２）令和５年 １月２７日 （金） ～ ２月２日（木） 三者面談期間中（全学年） 

 

３．方 法 ： 紙面にて配布（三者面談）、ホームページへ掲載 

 

４．対 象  

（１）保護者 

（２）恩納村教育委員会 

（３）学校運営協議会運営委員 

 

５．報告内容 

（１）本年度の生徒の実態 

（２）取組の内容 

  ① 確かな学力の定着 

  ② 豊かな心の育成 

  ③ 健やかな体の育成 

（３）取組の成果・課題 

（４）課題に対する次年度に向けての対応策等 

 

 



恩納村立うんな中学校 

令和４年度 学力向上推進実践報告 
  

１．今年度の学推の取り組み 

 

（１） ICT を活用した主体的・対話的な授業実践 

 

① メタモジ （ 協働的な学習のツール、振り返り、実技テスト発表の録画・提出 ） 

② ミライシード （ 個別最適な学びの AI ドリルパーク ） 

③ カフート （ 授業導入等で使えるゲームアプリ ） 

④ デジタル教科書 （ 音声指導その他 ） 

⑤ 電子黒板 （ 視覚教材 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） PDCA サイクル 「フォーサイト手帳」の活用 

 

朝の会     ： その日の日程や目標、「やること」等の確認 

帰りの会    ： その日の振り返り、翌日の日程や目標、「やること」等の確認 

金曜日の帰りの会： １週間の振り返り、週末と翌週の日程や目標、「やること」等の確認 

 

 

 日程、目標、振り返りの内容 

学習面 授業内容、自学自習（塾以外）、宿題・提出物、単元（小）テストや発表テスト 

生活面 食事、睡眠［就寝・起床時間］、その他 

その他 持ち物、部活・習い事、その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）放課後の諸活動の時間を活用した自学自習 

 

① ミライシード（AI ドリルパーク） 

② 授業や単元テストと連動した課題（予習・復習） 

 

 

＊ 放課後の諸活動の時間（１５：５５～１６：１５） 

月 火 水 木 金 

  諸活動（自学自習） 

諸活動（自学自習） 

学年委員、専門委員 

学年集会、全体集会 

諸活動（自学自習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 取り組みの成果と課題 

 

（１） ICT を活用した主体的・対話的な授業実践 

成果： 職員の ICT 活用率、活用能力が上昇してきている。 

課題： ICT だからこそ学習効果が期待できるもの、ICT ではない方が学習効果があると思わ 

れるものを分別して授業展開をしないといけない。 

 

（２） PDCA サイクル 「フォーサイト手帳」の活用 

成果： アンケート結果から高い自己評価が得られた。 

『時間を意識するようになった。（９０％）』、『計画を意識するようになった。（８６％）』、『忘

れ物が減った。（８３％）』、『計画通り学習を進められるようになった。（７９％）』、『振り返

りが出来るようになった。（９３％）』、・・・。 

課題： 日程のみしか記入できない生徒、振り返りができない生徒または一言で終わらす生徒、の

対応ができていない。 

 

（３） 放課後の諸活動の時間を活用した自学自習 

成果： 自分で考えて学習に取り組むようになった生徒が増えてきている。 

課題： ２学期は生徒会行事の取り組みのため、放課後の諸活動の時間に、自学自習に取り組ませ

ることが少なかった。（ スポフェス、合唱コンクール、教育相談・・・） 

 

３． 課題に対する次年度に向けての対応策等 

 

（１） ①『授業と連動した課題』と②『自学自習課題』 

① 教科会や校内研修を通して、全職員で授業と連動した課題を取り組んでいく。 

② 教科担任から、いくつか自学自習の例を提示し、生徒自身が選択して取り組めるようにする。 

 

（２） ＡＩドリルパークの積極的な活用、単元テストとの連動  

 

（３） 学校全体で再チャレンジテストの取り組み（単元テスト C 評価の生徒） 

 

   放課後の諸活動の時間（１５：５５～１６：１５） 

月 火 水 木 金 

諸活動（自学自習）

ドリルパーク 
× 

諸活動（自学自習） 

再チャレンジテスト 

諸活動（自学自習） 

学年委員、専門委員 

学年集会、全体集会 

諸活動（自学自習） 

フォーサイト 

 

＊ 放課後の諸活動を、毎週月曜日は AI ドリルパークの曜日、毎週水曜日は再チャレンジテスト 

の曜日と設定し、全体で取り組んでいく。 


